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【 請 求 項 １ 】
　 測 定 さ れ た 脈 波 に 基 づ き 機 能 を 実 施 す る 生 活 支 援 装 置 で あ っ て 、
　 脈 波 を 測 定 す る 脈 波 測 定 部 と 、
　 測 定 さ れ た 前 記 脈 波 に 基 づ い て 、 連 続 し て 測 定 で き た 脈 波 測 定 期 間 を 測 定 す る 測 定 安 定
性 判 定 部 と 、
　 前 記 測 定 安 定 性 判 定 部 で 測 定 さ れ た 前 記 脈 波 測 定 期 間 に 基 づ い て 、 登 録 さ れ た 機
能 の 内 実 施 す る か ど う か を 決 定 す る 機 能 実 施 決 定 部 と 、
前 記 機 能 実 施 決 定 部 に よ り 決 定 さ れ た 機 能 を 出 力 す る 出 力 部 と を 有 し 、
　 前 記 測 定 安 定 性 判 定 部 は 、 登 録 さ れ た 脈 波 の 鋳 型 波 形 パ タ ー ン あ る い は 測 定 さ れ た 前 記
脈 波 か ら 切 り 出 し た 鋳 型 波 形 パ タ ー ン と 、 測 定 さ れ た 前 記 脈 波 か ら 切 り 出 し た 波 形 パ タ ー
ン と の 距 離 を 演 算 し 、 前 記 距 離 が 定 め ら れ た 閾 値 以 上 の 場 合 の 前 記 脈 波 測 定 期 間 を 測
る こ と を 特 徴 と す る 生 活 支 援 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 生 活 支 援 装 置 に お い て 、 前 記 測 定 安 定 性 判 定 部 は 、 起 動 さ れ た 時 刻 Ｔ
に お い て 、 連 続 し て 脈 を 測 定 で き た 時 間 長 さ Ｌ を カ ウ ン ト す る 変 数 Ｌ Ｎ を 初 期 化 し 、 時 刻
Ｔ － Ｌ Ｎ ＋ １ で 脈 を 測 定 で き た 場 合 に は Ｌ Ｎ を 更 新 し 、 脈 が 測 定 で き な か っ た 場 合 に は Ｌ
Ｎ の 更 新 を 中 止 し 、 Ｌ Ｎ を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 生 活 支 援 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 生 活 支 援 装 置 に お い て 、 前 記 鋳 型 波 形 パ タ ー ン は 複 数 有 り 、 前 記 相 関
係 数 が 前 記 閾 値 以 上 で あ っ て 、 前 記 鋳 型 波 形 パ タ ー ン の い ず れ か に あ て は ま る 場 合 に 、 脈
波 が 測 定 さ れ て い る と 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 生 活 支 援 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 活 支 援 装 置 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 脈 波 と は
異 な る 補 助 情 報 を 測 定 す る 補 助 情 報 測 定 部 と を 有 し 、 測 定 さ れ た 前 記 補 助 情 報 に 基 づ い て
、 前 記 機 能 実 施 決 定 部 は 、 機 能 実 施 条 件 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 生 活 支 援 装 置 。
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